
 

浪江町津島K氏宅内※のホコリ調査 
家具天板に堆積したホコリのセシウム量測定結果 
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土間スチール棚天板 623 102 3970 581 24.2 15.1 2.47 96.1 14.1 111 14.3

土間板 294 71.5 1980 341 11.6 3.41 0.829 23.0 3.96 26.4 4.04

リビングテーブル 131 25.7 940 145 56.4 7.39 1.45 53.0 8.18 60.4 8.31

冷蔵庫天板 429 72.2 2960 434 35.9 15.4 2.59 106 15.58 122 15.8
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※ K氏宅は福島原発事故8か月前に新築した高気密住宅である。 



天板上の汚染はその上を漂っていたセシウムが積もった結果 
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濃度差が原因で隙間から屋内に放射能が入ってくる。 

天板上の放射能 

屋内の濃度は低いので外に出にくい。 一定の時間後に天板や床に堆積。 
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事故前 

図は神戸大学山内教授の2016年11月7日付けプレゼン資料による。 

堆積したホコリから屋内に侵入した空気中の放射能濃度推定 



天板上の汚染はその上を漂っていたセシウムが積もった結果 
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冷蔵庫 本棚 

一定の時間後に天板や床に堆積。 

再浮遊と再堆積は考慮しない。 

上部からだけ 
を考慮する。 

図は神戸大学山内教授の2016年11月7日付けプレゼン資料による。 

堆積したホコリから屋内に侵入した空気中の放射能濃度推定 



堆積したホコリから屋内に侵入した空気中の放射能濃度推定 

計算手順 

2016年10月19日（測定時点）のCs-134,137の濃度から2011年3月
（放射性プルームの屋内侵入）時点の濃度を求める。 

放射能濃度×検体重量で拭き取ったホコリのCs-134,137の放射能
量（絶対量）を求める。 

天板の面積から、堆積したホコリの面積当たりのCs-134,137放射能
量を求める。（拭き取り効率=1と仮定） 

天板から天井までの高さと面積から、天板上部の体積を求め、体積
当たりのCs-134,137放射能量を求める。（拭き取り効率＝１と仮定） 

屋内に侵入した空気中の放射能濃度推定値。 
Bq/m3 



堆積したホコリから屋内に侵入した空気中の放射能濃度推定 
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土間スチール棚天板 623 102 3970 581 4081 667 4520 661 24.2 99 16 109 16 208 23

土間板 294 71.5 1980 341 1930 470 2260 388 11.6 22 5.5 26 4.5 49 7.1

リビングテーブル 131 25.7 940 145 863 169 1070 165 56.4 49 10 60 9.3 109 13

冷蔵庫天板 429 72.2 2960 434 2820 475 3370 494 35.9 101 17 121 18 222 25
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※ウエットティッシュによる拭き取り効率は100%を仮定している。実際の効率はこれより少ない
ため推定は過小評価側になっており、現実にはこれより高いと考えられる。 

事故直後の屋内空
気中のセシウム濃
度推定。（再浮遊
はなしと仮定）※ 



侵入した空気中の放射能推定結果についての考察 

• 天板４か所のホコリからはいずれも高濃度のセシウム１３４，１３７を検出した。この

汚染は事故直後に屋内に侵入したものが大部分であると想定できる。再浮遊がな

いものとして計算すると、屋内に侵入したセシウム濃度は１０～４９０Bq/m3（2011年

3月時点推定）である。 

• この家屋は2016年3月12日の屋内退避指示により、締め切り換気扇も停止してい

る。それでもこれほど高濃度のセシウムが屋内に侵入していることが明らかになっ

た（K氏宅は事故8か月前に新築した高気密住宅である）。原発の過酷事故後の「屋

内退避」は、現実には吸引による内部被ばくを避けられないことを示している。 

• 今回の4か所の測定結果の推定は大きくばらついている。面積当たりで9倍、体積

当たりでは約50倍の差がある。 

• ばらつきの大きな要因として拭き取り効率の違いが想定される。スチール天板と冷

蔵庫は塗装した鉄板であるが、土間板とリビングテーブルは木材である。 

ATOMTICAによると、スミヤ法の拭き取り効率では非浸透性材料で50%、浸透性材

料で5%となっており、１０倍程度の違いはあり得る。

http://www.rist.or.jp/atomica/data/dat_detail.php?Title_No=09-04-06-04 

• その他の要因として、屋内空気の対流や風の流れによる再拡散と移動の可能性が

考えられる。今後さらに同様なデータを収集して実態を明らかにしてゆく必要がある。 



結論 

• 事故後５年６ヶ月経過した現在においても、今回調査した地域の汚
染状況は極めて高い。今後もセシウム１３７の汚染が長く続く。 

• 空間線量は森林汚染からの影響が大きく除染は極めて困難である。 

• これまでの各地での除染結果から、すでに除染の限界は明らかで
ある。また不十分な効果しか挙げられない除染による廃棄物ですら
最終処分地の解決の目処は立っていない。 

• 帰還困難区域に「復興拠点」を設けて除染や指定解除をする政府
の政策は無意味である。除染や「復興」に当てる財源は被害者への
賠償と生活再建に回すべきである。 

• 原発過酷事故後の「屋内退避」は屋内に侵入するセシウムをはじめ
として希ガスや微粒子状の放射性物質の吸引による内部被ばくを
避けられない。 

• 一たび原発事故が起これば広い範囲での住民の被ばくと地域の長
期間にわたる深刻な汚染は避けられない。原発再稼働を止め直ち
に脱原発の方向へ政策を改めるべきである。 



• 帰還困難区域内の汚染実態調査の継続。 

• 今回の天板ホコリ調査での大きなバラつき要
因の更なる検討。 

• 天板ホコリ調査の継続。 
⇒事故直後の放射性プルームの濃度推定。 

⇒現状での人々の生活環境でのホコリの放
射能濃度推定＝吸入による内部被ばくの警
告。 

 

今後の課題 


